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 (罵倒中、法助動詞は太字、本動詞は下線で示す。)
主籔でも同様
このことは主
た傾商が飽の
の詩全体への
動詞構文と同様に頭韻が重要な語順決定要
 第5章結論
英語史上の定
があいまいで
十分説闘でき
においてどの
語までの各共
では岡質であ
は働かない。
O化が進みその
要因は変化し
に変化するき
である。従来
は無視されて
属し、その語
なっているこ
 のと、思われる。
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 論文審査結果の要旨
自然書語の類型論に
古英語から中英語
への統語的変化を
は、前期古英語瑚か
 語順決定の要因が、散文と
第i章は序論である
に閉する先行研究
 案されてきた主要な考え方を紹介、携判している。
第2章では、格の消
検討している。特
播表示が曖昧になっ
第3章では、散文の
量の多寡が語順決
じる賛的語の重さ
る。統語的な語順
いて、構成素数に
 であり、一般言語理論に対しても意義が大きい。
第毒草では、韻文
では、動詞と助動
てはあてはまらず
ている第1および第
法助動詞が異なる
 興味ある観察である。
 第5章は結論と、今後の展望を述べている。
以上、要するに、
て決定されること
を、初めて指摘したも
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論
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